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【研究課題】
　子どもや同僚と共に育つ保育者

【研究・研修の視点】
　近年，幼稚園や認定こども園を取り巻く環境は変化しており，保育士不足や働き方改革，社会状
況への変化の対応等々，様々な課題があることも事実である。しかし，幼稚園に行けば子どもたち
が毎日元気に登園してくれる。教育理念に向かい子どもたちに全力を尽くしている同僚がいる。温
かく支えてくれる保護者がいる。子どもたち一人ひとりの成長に感動の毎日である。「幼稚園の先
生になって良かった」とやりがいを感じる瞬間も多く，こんな尊い仕事はないと心から感じている。
　そんな子どもたち，園を信頼して入園させてくれる保護者のためにも，私たち保育者は，保育の質の
向上はもちろん，人としても成長していくことが大切であり，職員間の同僚性は必要不可欠である。
　当園は平成27年に幼保連携型認定こども園へ移行し，０歳からの教育・保育がスタートし，職
員数も倍増した。１人担任からチーム保育への意識改革，職員確保に対する職員の意識改革，園内
研修の充実等々，組織化を図っている最中である。
　本研究は，これまで当園が大切にしてきたことや取り組んできたことを振り返るとともに，職員
間の同僚性が，計画性をもって質の高い保育を展開することや，職員の定着率や新規採用にどのよ
うな良い効果があるのかを検討したい。

【研究・研修の手がかり】
・　保育者の人間性・同僚性を高めることが，子どもたちの成長にどのような良い影響を与えるか
考える。

・　園内研修や行事が，職員の人間性の向上やチームワーク向上につながることを再認識し，職員
一人ひとりの意識を高め，より質の高い研修・園内行事にしていけるように考える。

・　職員数も増えている中で，“私”の仕事ではなく“園”の仕事という意識で全職員が取り組めるよ
うに意識改革を行い，組織化を図る。

・　内定者研修や実習生を迎えること等を通して，保育教諭になった現状に満足することなく，初
心を忘れずに保育教諭という仕事に誇りを持って保育に取り組む人間性を育む。

【研究計画】
（令和６年度）
　これまでの保育研究をはじめとする職員研修の課題を整理し，より効果的で効率の良い保育研
究や職員研修の場の設定，運営方法等について検討し，実践する。
（令和７年度）
　研究実践を振り返りながら，保育活動と職員研修の更なる充実を図る。
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【発表の概要】
⑴　研究・研修テーマの捉え方
　当園は，幼保連携型認定こども園への移行から11年目を迎える。その間，人材不足や働き方
の変容等々，様々な課題もあった。しかし，そんな中でも当園の職員像を大切に全職員で力を合
わせて取り組んできた。保育者である前に，職員，一人の人間として成長できる環境作りに努め
てきた。日頃の保育はもちろんだが，行事や園内研修，新規採用，実習生受入れ等を通して，職
員がやりがいを持ち，成長を感じられる環境の中で，職員全員で高め合い，日々の保育に活かし
ていきたいと考えた。

⑵　研究の内容
　・　人間性を高められる園内研修の充実を行う。
　・　日々の保育や行事等を，担当学年や役職に関係なく全職員で取り組む意識を高め，同僚性を
高める。

　・　内定者や実習生との関わりを通して，保育者として責任を深め，質を高める。

⑶　研究の方法
　・　園内研修の目的を再確認し共通理解する。
　・　行事を通した同僚性の育み。

⑷　実践例
　・　年間を通した園内研修プログラム
　・　内定者研修・実習生受入れ
　・　日々の保育を活かした一大行事の考察

⑸　まとめ
　人間性豊かな保育者の育成というテーマは，当園が一番大切にしてきたことで，より質の高い
ものにつながると考えて研究を始めた。しかし，研究を進めるにあたり園内研修への参加意欲の
職員の意識差や，研修を受けて満足しており保育や人材育成に活かされきれていないことが見え
てきた。
　認定こども園へ移行してからの10年間で組織改革を行ってきた。園内研修の充実も図ってき
た。始まったことには全て理由がある。しかし，その想いが経験の浅い職員に全て伝わっている
とは言い難い。経験者も当然のこととなりすぎて“分かっている”と思い込み，伝えていないこと
もある。今回，研究を進めることで，全職員で共通理解することができた。園が54年間大切に
してきたことが変わっていないことを改めて感じることができた。
　保育者になった現状に満足することなく，温かい同僚性の中で自己研鑽に励み，日々の保育が
笑顔で溢れ，園が発展し続けられるようにこれからも全職員で取り組んでいきたい。

⑹　今後の課題
　・　職員増による他人任せにならない組織作り。
　・　研修慣れせずに，振り返り・実践ができる一人ひとりの意識作り。
　・　組織表の活用による仕事の効率化。

【討議の柱】
・　人間性豊かな保育者となるために，どんなことを大切にしているか。
・　職員間で連携を取るために工夫していること。
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【討議内容】
１　問題提起に関する質疑応答
（問）�配置表は，どなたがどのように作って，どこに置いてあるも

のなのか。
（答）�主任が毎日作成し，職員室と保育室の廊下などに掲示してい

る。一日の仕事内容や，職員の動きが一目瞭然でわかるよう
になっている。

（問）�園内研修では，中堅の先生も研修を行っているが，どういっ
たところに注意をして研修をしているのか。

（答）�はなぶさ幼稚園の54年間で先生方が築いてきたものを大切に
し，園内研修で私たちの言葉で伝えることで，届きやすい。

（問）実習生を受け入れるときに意識することは何か。
（答）�実習の緊張をほぐして，安心して楽しく実習に臨めるように，

常に笑顔で対応し，幼稚園の先生の良さを知ってもらうことを大切にしている。

２　グループ討議
⑴　人間性豊かな保育者となるために，どんなことを大切にしているか。
 ・�　初心を忘れずに，感謝ができる先生は，色々な人に自分の言葉を伝えることができ，自然
と人間性は育っていくのではないか。

 ・�　探求心や疑問を考えていくと，色々な知識が入って，どんどん人間性が豊かになるのでは
ないか。

 ・�　子どもに対しては，感動の言葉を掛けることで，子どもの気づきや興味が深まっていく。職
員同士では，同僚と刺激し合って自分たちの能力を高め合い，挨拶や感謝などでコミュニケー
ションを大切にしている。

 ・�　同僚性を豊かなものにすることで，人間性豊かな保育者になれるのではないか。
 ・�　仕事のなかでは，得意なことだけではなく，苦手なこともある。得意なことを得意な人がする，
適材適所で働くことで働きやすくなるのではないか。

 ・�　お互いが認め合って，褒め合うことが大切ではないか。
 ・�　子どもたちの手本となるような立ち振る舞いをすること。
 ・�　職員間で，素敵なところをカードに書いて渡している。気づかなかったところに気づき，自
己肯定感が高まり，嬉しい気持ちになる。

 ・�　周りを見ながら行動し，自分が何をすべきなのかを考え，困ったときには，経験年数が多
い人に積極的に聞くことが大切ではないか。

⑵　職員が連携を取るために工夫していること。
 ・�　経験年数がある先生と若手の先生では，指示を受けた際の理解力が違う。指示の出し方や，
伝え方の工夫が必要であり，指示を出した後も聞きやすい雰囲気づくりが必要である。

 ・�　初心を忘れずにいたら，若手の先生に対しても優しい気持ちで接することができるのでは
ないか。

 ・�　全員が揃って話し合いをすることは，難しいが，少しでも時間を設けて話し合いをし，全
員で把握できるようにすること。

 ・�　会議となると，若手の先生は発言しにくいこともあるので，（FTT）フリートークタイムとい
う時間を作り，誰でも発言ができるようにしている。

 ・�　朝礼や終礼，配置表や週予定など紙面を使って情報共有をすることで，仕事の進み具合が
把握でき，連携をとって仕事進めていける。

 ・�　クラスだけでなく，学年全体で伸ばしていくことで，チーム力も高まるのではないか。
 ・�　研修や会議をできるだけ，全員で受けることによって，共通理解に繋がるのではないか。参
加できなかった先生のために，補助ミーティングをしている。

 ・�　園内研修では，参加する対象者を年数ごとや，学年ごとに絞り，お互いが悩みを打ち明け
やすいようにしている。
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【指導助言のまとめ】
◯助言者：丸田 愛子先生
　　　　　（鹿児島国際大学 福祉社会学部 児童教育学科 准教授）
　幼児教育では，育みたい資質，能力，人間性を育むことが重要であ
り，私たちの人間性も問われる。教育の質の向上のためにも，私たち
の人間性を磨いていくことが大切である。そのためには，保育者の育
成も欠かせない。工夫点としては，職員の意識改革や組織としての取
り組みなどがある。
　園内研修では，全員が集まって実施することが難しいというのがよ
く聞く話ではある。時間を捻出して職員が集まって研修をすることが
一番理想的ではあるが，実際は難しい。同じテーマを２日間に分けて
行うことや，テーマによっては大人数でない方が良いこともある。保
育の子ども理解のような少人数で事例を持ち寄る研修などは，事前準
備は大変ではあるが，意見をまとめた上で，他の人に説明するということは，保育者としての大き
な育ちの意味がある。
　園のスタイルに合ったやり方を工夫してやっていくのも良い。10分，15分でも内容を決めてや
れば，それは立派な研修である。そのときにできる人がする，テーマを設けて実施する方法もある。
短い時間でも自分たちで研修というふうに位置づけることができる。
　目的を達成するためには，日頃から情報共有や事前のすり合わせ，根回しをしておくことが大事
である。立ち話や，何気ない話で進められることもある。それが，会議の時間を短くするコツでも
ある。事前準備の工夫が，研修の内容や成果に関わってくるぐらい大事である。

同僚性とは�…同じ目的をもって，幼稚園の目指す保育方針の目的をもって学び合う関係性。時には，
意見の行き違いや，意見が異なることもあるが，そこを超えて調整していくこと，集団
組織づくりである。集団としての成長と，個の成長が行きつ戻りつしながら連動してい
くものである。

園の組織マネジメントについて
　マネジメントというのは，時間管理から始まったと言われていて，今の時代のやり方のなかでは
業務分担という考え方がある。段取りよく分担することで効率化を図ることができる。
　マネジメントとして，リーダーをどのように配置していくかがポイントである。リーダーの横の
つながりを使って，うまく連携を取れるようにしていくことが大切である。
　リーダーシップのあり方は，そのリーダーによって異なるものであり，様相は様々である。自分
に適しているリーダーシップのタイプを探り，他のリーダーと補い合っていけるとよい。職員配置
の際にもこれらを考慮することで，よりよいチーム作りにつながる。慣れてきたら，目的によって
リーダーシップを使い分けることもできるようになる。
　リーダーが熱意をもって進め，その熱意がメンバーに伝わり，メンバーの共感を得ることが，結
果，発展・改善につながる。

・　人間性豊かな保育者の育成として，「成長」「改善」「感謝」の３つの大事なことがある。
「成長」…自分の変化を捉える力，多様に自分の成長を見つけられることがポイントである。
　　 　知識，技術，心持ちなど様々な面である。適度な緊張や難しさが成長を支える。
「改善」…反省や振り返り。柔軟に考える，反対側から物事を見てみること。
　　 　反省や振り返りは，一人でなく，他者へ相談することで新しい見方，考え方が出てくる。
　　 　他者への相談がポイントである。
「感謝」�…感謝は気づく力である。感謝をすることが習慣化すると，結果的に視野が広がり，思考

も深まる。人との関係も良い関係を築くことができるようになる。
　　 　�何がどのようにありがとうなのか，という具体的に感謝する努力をすることで，人間性豊

かな保育者につながっていく。
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